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★
私
は
国
家
公
安
委
員
長
の
他
、
防
災
担
当

大
臣
も
兼
ね
て
い
る
。
防
災
と
は
災
い
を
防

ぐ
と
書
く
。
災
害
に
は
天
災
が
あ
り
、
人
災

（
戦
災
）も
あ
る
。
我
々
に
身
近
な
災
害
は
天

災
で
あ
る
。
天
災
に
も
、
地
震
、
津
波
、
台

風
、
洪
水
、
噴
火
、
大
雪
、
竜
巻
な
ど
が
あ
る
が
、
現
在

の
科
学
で
は
こ
れ
ら
の
自
然
現
象
の
発
生
を
止
め
る
事
は

難
し
い
。
★
台
風
な
ど
は
事
前
の
備
え
が
可
能
だ
が
、
地

震
だ
け
は
、
何
時
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
規
模
で
起
こ
る
か

全
く
予
想
が
つ
か
な
い
。
明
日
か
、
そ
れ
と
も
10
年
、
20

年
先
か
も
し
れ
な
い
。
い
っ
た
ん
、
大
き
い
地
震
が
発
生

し
た
ら
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
。
★
こ
こ
半
年
で
も
、

千
葉
県
北
西
部
で
震
度
5
強
、
そ
し
て
福
島
県
沖
で
震
度

6
強
の
地
震
が
起
き
た
。
東
京
都
内
で
も
震
度
5
強
、
震

度
4
が
観
測
さ
れ
た
が
、
防
災
担
当
大
臣
で
あ
る
私
は
、

首
相
官
邸
の
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
に
馳
せ
参
じ
た
。
★
千

葉
の
地
震
で
は
、
電
車
が
不
通
と
な
り
、
駅
周
辺
に
人
が

あ
ふ
れ
、
多
く
の
人
が
帰
宅
困
難
者
と
な
っ
た
。
首
都
直

下
地
震
が
起
き
れ
ば
、
数
百
万
人
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
、

こ
の
人
た
ち
の
一
時
避
難
所
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
★
福
島
の
地
震
で
は
、
屋
根
の
瓦
が
落
ち
、

壁
が
ず
り
落
ち
、
玄
関
先
の
扉
が
破
損
し
、
更
に
相
馬
市

内
の
殆
ん
ど
の
家
庭
で
、
水
道
が
断
水
し
て
、
日
常
生
活

に
大
き
な
不
便
を
も
た
ら
し
た
。
福
島
の
人
に
と
っ
て
は
、

東
日
本
大
震
災
以
来
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
で
、
ま
さ
に
災

難
続
で
あ
る
。
★
そ
こ
に
降
っ
て
湧
い
た
の
が
、
ロ
シ
ア

の
侵
略
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
美
し
い
街
並
み
は
、
ロ

シ
ア
の
執
拗
な
爆
撃
で
、
見
る
も
無
残
な
惨
状
で
あ
る
。

し
か
も
、
多
数
の
民
間
人
が
殺
害
さ
れ
た
事
実
も
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
の
災
害
は
人
災
で
あ
り
、
人
間
の
英
知
、

理
性
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
類
は
、
天
災
と

人
災（
戦
災
）の
2
つ
に
打
ち
克
つ
必
要
が
あ
る
。

令 和4年
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オンラインで国会演説するゼレンスキー・
ウクライナ大統領（出典：首相官邸ホームページ）

コルスンスキー駐日ウクライナ大使と挨拶を
交わす岸田総理大臣（出典：首相官邸ホームページ）
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3月23日 衆議院国際会議室

令和4年度予算が円滑に成立令和4年度予算が円滑に成立
早期執行で日本経済の再生を早期執行で日本経済の再生を

令和4年度予算が円滑に成立　令和4年度予算が円滑に成立　
早期執行で日本経済の再生を早期執行で日本経済の再生を

令
和
4
年
度
の
予
算
案
が
、
異
例
の
速
さ
で
、
3
月
22
日
に
成
立
し

た
。
岸
田
首
相
の
唱
え
る
「
成
長
と
分
配
」
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
国
民
の
生
活
が
、
改
善
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
ん
な

折
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
が
始
ま
っ
た
。
国
会
で

は
、
衆
参
両
院
で
ロ
シ
ア
の
行
動
を
強
く
抗
議
す
る
非
難
決
議
を
採
択

し
た
。

（
参
議
院
決
議
案
要
約
）

「
2
月
24
日
、
ロ
シ
ア
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を
開
始
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
の
行
動
は
、
明
ら
か
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
及
び

領
土
の
一
体
性
を
侵
害
し
、
武
力
の
行
使
を
禁
ず
る
国
際
法
の
深
刻
な

違
反
で
あ
り
、
国
連
憲
章
の
重
大
な
違
反
で
あ
る
。
力
に
よ
る
一
方
的

な
現
状
変
更
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
。
ロ
シ
ア
に
対
し
、
即
時
に
攻

撃
を
停
止
し
、
部
隊
を
ロ

シ
ア
国
内
に
撤
収
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
。
本
院

は
、
改
め
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

及
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
と

共
に
あ
る
こ
と
を
表
明
す

る
。
政
府
に
お
い
て
は
、

本
院
の
意
を
体
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
在
住
す
る
邦
人

の
安
全
確
保
に
全
力
を
尽

く
す
と
と
も
に
、
国
際
社

会
と
も
連
携
し
、
制
裁
を

含
め
、
事
態
に
迅
速
か
つ

厳
格
な
対
応
を
行
い
、
あ

ら
ゆ
る
外
交
資
源
を
駆
使

し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平

和
を
取
り
戻
す
こ
と
を
強

く
要
請
す
る
。
右
決
議
す

る
。」
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二丿湯大臣の公務と現地視察（2面・3面）

①2022年1月14日
兵庫耐震工学研究センター視察

（兵庫県三木市）

②2022年1月21日
参議院本会議「国家公安委員長の答弁」

（参議院本会議場）

③2022年3月11日
内閣人事局・人事院の若手職員との懇談会

「大胆な働き方改革案の提言に向けて彼らの
検討の経過報告を受ける」（8号館大臣室）

⑥2022年3月20日
犬打峠トンネル着工を祝う会

（和束町）

⑤2022年3月19日
福島県被災地視察

「内堀福島県知事から要望書を受け取る」
（福島県庁）

④2022年3月14日
党大会表彰者優秀党員表彰状授与式

（党本部総裁室）

⑨2022年3月30日
「共産党小池晃参議院議員他3名の議員から
福島県の地震被災地の支援要望書を受け取る」

（8号館大臣室）

⑧2022年3月27日
京都府知事選挙「西脇個人演説会」

（宇治市産業会館）

⑦2022年3月23日
公務員連絡会との会見

「春闘期要求に対する最終回答をする」
（8号館会議室）

⑫2022年4月10日
和歌山県下津港を視察（海南市）

右から仁坂知事、神出海南市長、石田代議士

⑪2022年4月5日
自由民主党各種団体懇談会

「防災・国土強靱化について講演」（ザ・キャピトルホテル東急）

⑩2022年4月1日
電動キックボード試乗

（警視庁交通安全教育センター）
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福
島
県
沖
地
震
の
支
援
策
が
ま
と
ま
る

福
島
県
沖
地
震
の
支
援
策
が
ま
と
ま
る

被
災
者
の
意
向
に
寄
り
添
う

被
災
者
の
意
向
に
寄
り
添
う

臨
時
Ｇ

臨
時
Ｇ
77
内
務
・
治
安
担
当
閣
僚
会
合

内
務
・
治
安
担
当
閣
僚
会
合

二
ノ
湯
公
安
委
員
長
も
出
席

二
ノ
湯
公
安
委
員
長
も
出
席

サ
イ
バ
ー
警
察
局
、

サ
イ
バ
ー
警
察
局
、

　
関
東
管
区
警
察
局

　
関
東
管
区
警
察
局

　
　
サ
イ
バ
ー
特
別
捜
査
隊
発
足
式

　
　
サ
イ
バ
ー
特
別
捜
査
隊
発
足
式

警
察
挙
げ
て
重
大
サ
イ
バ
ー
に
対
処

警
察
挙
げ
て
重
大
サ
イ
バ
ー
に
対
処

被災地の支援策を発表する
二ノ湯防災担当大臣

西
脇
知
事

西
脇
知
事

　
堂
々
と
再
選
を
果
た
す

　
堂
々
と
再
選
を
果
た
す

幅
広
い
府
民
の
支
持
を
得
る

幅
広
い
府
民
の
支
持
を
得
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
情
勢
を
受
け
、
国
際

社
会
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
受
け
入
れ
を

推
進
し
て
お
り
、
ま
た
、
サ
イ
バ
ー
事
案
等
へ

の
治
安
上
の
懸
念
も
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
課
題
に
つ
い
て
、
各
国
間
で
連
携
し
て
対
応

し
て
い
く
た
め
、
3
月
24
日
、
臨
時
の
Ｇ
７
内

務
・
治
安
担
当
大
臣
等
に
よ
る
閣
僚
級
会
合
が

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｇ
７
各
国

及
び
欧
州
委
員
会
の
内
務
・
治
安
担
当
大
臣
ら

が
参
加
、
わ
が
国
か
ら
は
、
二
ノノ
湯
国
家
公
安

委
員
長
、
古
川
法
務
大
臣
が
出
席
し
た
。
会
合

の
後
、
Ｇ
７
内
務
・
治
安
担
当
閣
僚
の
連
名
で
、

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
出
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

で
は
、「
●
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、

最
近
の
サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
は
深
刻
で
あ

る
。
機
密
情
報
の
窃
取
や
社
会
機
能
の
麻
痺
等

を
目
的
と
し
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
国
内
外
に
多

数
発
生
し
て
い
る
。
多
く
の
国
民
が
サ
イ
バ
ー

空
間
に
不
安
感
を
持
っ
て
い
る
。
サ
イ
バ
ー
空

間
の
安
全
・
安
心
の
確
保
は
、
国
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
警
察
の
サ
イ
バ
ー

事
案
へ
の
対
処
能
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
警

察
庁
に
サ
イ
バ
ー
警
察
局
を
、
関
東
管
区
警
察

住
民
や
病
院
等
の
民
間
を
標
的
と
し
た
無
差
別

攻
撃
を
強
く
非
難
●
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
に

対
す
る
支
援
・
保
護
に
つ
い
て
、
Ｇ
7
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
●
サ
イ

バ
ー
事
案
、
人
身
取
引
等
の
各
種
治
安
上
の
懸

念
に
対
抗
す
る
た
め
、
各
国
間
で
情
報
共
有
を

強
化
し
て
い
く
」
こ
と
に
言
及
し
た
。

3
月
16
日
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が

発
生
し
た
。
二
ノ
湯
防
災
担
当
大
臣
は
、
岸
田

総
理
の
指
示
を
受
け
、
直
ち
に
現
地
に
入
り
、

被
害
状
況
を
視
察
し
た
。
傾
い
た
建
物
や
傷

ん
だ
屋
根
な
ど
を
見
て
、
相
当
大
き
な
地
震
で

あ
っ
た
と
実
感
し
た
。
そ
の
後
、
福
島
県
の
知

事
、
相
馬
市
長
と
意
見
交
換
を
し
た
。
福
島
県

で
は
11
年
前
の
東
日
本
大
震
災
に
加
え
、
令
和

元
年
東
日
本
台
風
、
昨
年
の
地
震
、
更
に
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
復
旧
、
復
興
へ
の
気
力

を
失
い
か
ね
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
総
理

か
ら
は
、政
府
一
体
と
な
っ
て
、被
災
地
の
方
々

4
月
10
日
、
投
開
票
が
行
わ
れ
た
京
都
府
知

事
選
挙
は
、
現
職
の
西
脇
氏
が
、
共
産
推
薦
の

候
補
に
大
き
く
差
を
つ
け
て
、
堂
々
た
る
成
績

で
再
選
を
果
た
し
た
。
知
事
は
次
の
4
年
間
の

抱
負
を
語
っ
た
。

「
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
京
都
府

知
事
に
再
選
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
1
期
4
年
の
実
績
と
経
験

を
活
か
し
、
ま
ず
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か

ら
府
民
の
皆
様
の
命
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守

り
、
事
業
の
継
続
を
支
援
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
る
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
、
人
口
減
少
等
の
構
造
的
課
題

や
、
厳
し
い
経
済
情
勢
な
ど
、
様
々
な
困
難
が

局
に
重
大
サ
イ
バ
ー
事
案
の
捜
査
を
行
う
サ
イ

バ
ー
特
別
捜
査
隊
を
、
4
月
1
日
に
そ
れ
ぞ
れ

発
足
さ
せ
た
。
今
回
の
組
織
改
正
に
よ
り
、
サ

イ
バ
ー
事
案
の
厳
正
な
取
締
り
や
実
態
解
明
、

国
内
外
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
更
に
推
進

し
、
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
国
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

あ
り
ま
す
が
、
選
挙
を
通
じ
て
皆
様
に
訴
え
て

き
た
「
安
心
」「
温
も
り
」「
ゆ
め
実
現
」
の
3

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
誰
も
が
未
来
に
夢
や
希

望
を
も
て
る
「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く
り
」
を

皆
様
と
と
も
に
進
め
る
た
め
、
邁
進
す
る
所
存

で
す
。
皆
様
の
ご
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。」

の
復
興
に
向
け
た
希
望
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
被
災
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
に
指
示
を
受
け

て
い
た
。
関
係
省
庁
の
協
力
を
得
て
、
昨
年
以

上
の
支
援
策
を
取
り
ま
と
め
る
事
が
出
来
た
。
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早々に当確が出て、
夫人と共に万歳三唱する西脇知事

オンラインで閣僚級会合に参加

サイバー警察局、関東管区警察局
サイバー特別捜査隊発足式で

挨拶する
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参
議
院
選
挙
必
勝
を
誓
う

参
議
院
選
挙
必
勝
を
誓
う

一
、
石
原
慎
太
郎
氏
が
亡
く
な
っ
た
。
太
陽
族

の
生
み
の
親
で
あ
り
、
戦
後
最
大
の
ス
タ
ー
の

1
人
で
あ
っ
た
。
慎
太
郎
氏
の
登
場
は
若
者
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
彼
の
描
く
湘
南
地
方

の
若
者
の
都
会
的
雰
囲
気
に
私
も
感
化
さ
れ
、

慶
応
大
学
入
学
の
誘
因
と
な
っ
た
。

一
、
通
常
国
会
の
真
っ
最
中
で
あ
る
。
私
に

と
っ
て
、
委
員
会
答
弁
は
初
め
て
の
経
験
で
あ

る
。
事
前
に
十
分
勉
強
を
し
て
い
て
も
、
緊
張

す
る
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
特
命
大
臣
を
兼
ね

て
い
る
の
で
、
幅
広
く
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
、
四
六
時
中
、
要
人
警
護
を
す
る
Ｓ
Ｐ
の
仕

事
は
大
変
で
あ
る
。
過
剰
警
護
で
は
な
い
か
と

思
う
ほ
ど
、
気
配
り
を
し
て
い
る
。
た
だ
、
ト

イ
レ
に
行
く
と
き
も
、
入
口
ま
で
つ
い
て
く

る
。
そ
れ
も
仕
事
の
う
ち
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

こ
ち
ら
は
ゆ
っ
く
り
用
足
し
も
出
来
な
い
。

一
、
西
京
高
校
時
代
以
来
、
長
い
間
付
き
合
っ

て
き
た
友
人
が
、
突
然
亡
く
な
っ
た
。
昔
な
ら

77
才
で
の
往
生
は
そ
ん
な
に
早
い
年
で
は
な

い
。
だ
が
、
今
の
ご
時
世
、
少
し
早
す
ぎ
る
。

こ
れ
か
ら
、
身
近
な
人
が
、
1
人
欠
け
、
2
人

欠
け
て
い
く
、
な
ん
と
も
寂
し
い
限
り
だ
。

岸田総裁と
グータッチを交わす吉井氏

よ
う
多
大
な
犠
牲
を
払
っ
て
ま
で
日
清
・
日
露

の
戦
争
を
戦
っ
た
。
そ
ん
な
朝
鮮
半
島
は
日
本

と
海
で
隔
て
ら
れ
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ

ア
は
２
０
０
０
㎞
も
の
国
境
線
で
陸
続
き
で
あ

る
。
仮
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
に
ア
メ
リ
カ
軍
の

核
兵
器
が
配
備
さ
れ
よ
う
も
の
な
ら
。
こ
れ
は

ロ
シ
ア
か
ら
の
視
点
で
あ
る
。

戦
争
は
い
っ
た
ん
起
こ
る
と
民
間
人
の
死
者

や
残
虐
な
行
為
は
防
ぎ
よ
う
が
な
い
。
戦
争
は

起
こ
し
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で

は
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
政
治
責
任
は
存

在
す
る
と
思
う
。
戦
争
が
起
こ
っ
て
か
ら
の
ゼ

レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
カ
リ
ス
マ
的
で
あ
る

が
、
多
く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
が
亡
く
な
っ
て

い
る
。
一
方
そ
れ
以
前
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領

は
凡
庸
か
も
し
れ
な
い
が
ロ
シ
ア
と
戦
争
に

至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
戦
争
の
結
果
、
原
油
や
食
料
の
高
騰
、

世
界
的
な
軍
備
増
強
で
最
も
得
を
し
て
い
る
の

は
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
逆
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食

糧
を
海
外
か
ら
買
う
し
か
な
い
日
本
は
、
不
景

気
下
で
の
物
価
上
昇
に
直
面
す
る
こ
と
に
な

る
。
厳
し
い
国
際
社
会
を
生
き
抜
い
て
い
く
強
し
た
た

か
な
戦
略
性
と
、
自
国
の
安
全
保
障
の
驚
く
べ

き
脆
さ
を
認
識
し
て
早
急
に
対
策
を
実
行
し
な

け
れ
ば
国
民
の
命
は
守
れ
な
い
。

桜
美
林
大
学
客
員
教
授　

二
之
湯 

武
史

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
決
し
て

許
さ
れ
な
い
。
武
力
に
よ
る
問
題
解
決
は
国
際

法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
類
普
遍
の

ル
ー
ル
だ
。
し
か
し
現
実
は
違
う
。
現
実
に
戦

争
が
起
こ
っ
て
い
る
。
あ
ま
り
に
厳
し
い
国
際

社
会
の
現
実
だ
。

メ
デ
ィ
ア
で
の
戦
争
の
構
図
は
、
ロ
シ
ア
が

極
悪
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
正
義
で
あ
る
。
そ
う

し
た
面
は
あ
る
一
方
、
そ
れ
だ
け
で
は
本
質
を

捉
え
き
れ
て
い
な
い
。

91
年
に
冷
戦
が
終
了
し
て
以
降
、
欧
州
の
安

全
保
障
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
ロ
シ
ア
の
緊
張
関
係
を

保
つ
こ
と
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
外
交
専
門
家

の
間
で
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
必
要
以
上
に
東
へ
拡
大

す
る
と
か
え
っ
て
ロ
シ
ア
を
刺
激
し
均
衡
を
壊

す
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
た
。

し
か
し
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
末
期
か
ら
ブ
ッ

シ
ュ
・
ジ
ュ
ニ
ア
政
権
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方
拡

大
が
進
む
。
緩
衝
地
帯
と
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ま
で
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
と
抱
き

込
も
う
と
し
、
ロ
シ
ア
の
反
発
を
招
い
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
紛
争
や
ク
リ
ミ
ア
紛
争
で
あ
る
。

戦
前
、
日
本
で
は
朝
鮮
半
島
が
「
帝
国
の
生

命
線
」
と
さ
れ
、
敵
国
勢
力
に
支
配
さ
れ
な
い

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

に
つ
い
て
思
う

に
つ
い
て
思
う

二
ノ
湯
議
員
、
今
年
も
書
道
展
に
出
展

二
ノ
湯
議
員
、
今
年
も
書
道
展
に
出
展

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
が
所
属
す
る
真
龍
書
道

会
主
催
の
第
8
回
書
道
展
が
、
大
阪
市
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
「
中
原
に
鹿

を
逐お

う
」
を
出
展
し
た
。
政
権
や
地
位
を
得
る

た
め
に
お
互
い
に
競
争
す
る
と
い
う
意
味
。
政

治
家
と
し
て
、

激
し
い
選
挙
を

勝
ち
抜
く
事
も

そ
の
一
つ
で
あ

る
。 3

月
13
日（
日
）、
第
89
回
自
民
党
大
会
が
、

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
開
か
れ

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
依
然
多
い
中
で
の
開
催

の
た
め
に
、
出
席
者
は
例
年
よ
り
少
な
か
っ

た
。
今
年
7
月
、
参
議
院
通
常
選
挙
が
行
わ
れ

る
た
め
、
自
民
党
公
認
と
し
て
出
馬
予
定
の
候

補
者
が
紹
介
さ
れ
た
。
京
都
選
挙
区
の
吉
井
章

京
都
市
会
議
員
も
元
気
な
姿
を
見
せ
て
い
た
。


